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大会・公式戦結果 

 YOUTH  

【県クラブユースリーグカップ】 

vs 綾瀬 FC 1-1 PK(4-3)○ 

 

 JUNIOR YOUTH  

【県 U-15 リーグ】 

vs ライオンズランド FC 0-13● 

 

 小 6  

【日産 CUP U-12】 

vs 鶴が台スパイダーズ 1-0○ 

vs FC中原  1-3● 

【神奈川区選手権】 

vs 三ツ沢ダックス  4-0○ 

vs EM SC   2-5● 

 

 小 5  

【横浜市長杯】 

vs FC上山  6-0○ 

 

 小 4  

【日産 CUP U-10】 

vs ELANユナイテッド 3-3 PK(3-2)○ 

vs 羽鳥 SC  3-0○ 

vs 秦野本町 SS  2-4● 

 

 小 3  

【区リーグ】 

vs EM SC   3-0○ 

vs FC Corvos  3-1○ 

vs FC Corvos  3-4● 

 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【2025 シーズン組み合わせ】 

かながわクラブ TOPチームは 2025

年シーズンも 2部で戦いますが、先日

2 部リーグの組み合わせが決まりまし

た。2025シーズンは 2部のブロックが

一つ増えA、B、Cの3ブロックになり、

各ブロック 15チームでリーグ戦を行い

ます。かながわクラブは A ブロックに

入り、イトゥアーノ FC 横浜、Develoop 

YAMATO FC、など1部での経験のあ

るチームがひしめくブロックで戦うこと

が決まりました。まだ、3 部からの昇格

戦が行われており、全チームが出そ

ろっておりませんが、各ブロック 1位に

なることが 1 部への昇格の最低条件

になります。最終的に要綱は発表さ

れておりませんが、各ブロックの 1 位

同士で順位決定戦を行い、3 チーム

中 2 チームが 1 部昇格という、狭き門

になります。 

TOP チームは監督からのチームコ

ンセプトも発表され、それをベースに

精力的にトレーニングを行っています。

今シーズンは 1試合も負けることなく 1

部昇格を目指しています。リーグ戦は

4 月開幕になります、今後の TOP チ

ームにご期待ください。 

【オフィシャルサイト TOPチームページ】  

http://www.kanagawaclub.com/topteam.html 

(中本 洋一) 

 

YOUTH/JUNIOR YOUTH 

YOUTH は新規メンバーが加わり、

とても良い雰囲気で活動ができてい

ます。 

負けたら終わりの県クラブユースリ

ーグカップの 1回戦 vs綾瀬FCでは、

一人ひとりの能力(技術・強さ・スピー

ド等)は圧倒していたのにも関わらず、

結果的には 1-1、PKでぎりぎり勝利し
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ました。しかし内容は満足できる試合

ではありませんでした。チームとしてさ

らに成長することが必要だなと感じた

試合でした。チームがより良くなるた

めに一人ひとりが課題をみつけ、意

見を出し合い改善できるようにしてい

きましょう。 

お互いのプレースタイルを理解で

きてきたところで、ポジションを確定し

ていき役割を明確にしていこうと思い

ます。トレーニングの際も自分のポジ

ションと紐付けて常に考えてプレーし

ていっていきましょう。 

JUNIOR YOUTH は U-15 リーグが

始まり初戦は大敗してしましました。

昨年よりも一つ上のリーグで相手のレ

ベルが格段に違うこと、人数が少なく

小 6 が試合に出なくてはいけないこと

でうまくいかない事が多いと思います。

ですが、うまくいかない事が多いほう

が人は大きく成長していくと思います。

うまくいかないなら、どうしたらうまくい

くかを常に考えて行動すること、小 6

がいて負けて当たり前ではなく、限界

を決めずに自分がやってやる、チー

ムを勝たせてやるという強い気持ちが

選手たちにはまだまだ足りないなと感

じました。いつも通りトレーニングして

いては大敗の試合が続くと思います。

自分に厳しく、考えながらプレーする

習慣をつけて小 6 の選手たちを引っ

張っていってまずは1勝を目指して頑

張っていきましょう。 

（今川 暉一朗） 

 

小 6 

小 6 でいられるのも残りわずかとな

りました。中学生になってから苦労し

ないように少しずつ自立して、日頃か

ら自分の行動に責任をもって常に考

えながら生活、サッカーをしていきま

しょう。 

8 人制で行う最後の公式戦、日産

CUPでは 1回戦 vs鶴が台スパイダー

ズは 1-0 でぎりぎりの試合でしたが内

容では圧倒していたし、走る量も増え

たなと感じた試合でした。決定力だけ

は成長が感じられなかったですが… 

2回戦 vs FC中原では 1-3で負け

てしまいました。レベルが格段に違う

なと感じた試合でした。特に止める・

蹴るの基本技術を動きながら正確に

できていること、ドリブル時のボールの

持ち方、選択肢を多く持ちながらプレ

ーしていく中原の選手たちは素晴らし

く、うちの選手たちに全くないものでし

た。チーム全体で守ることしかできず、

選手たちもとても参考になったと思い

ます。結果は負けてしまいましたが、8

人制最後の試合が中原さんで良かっ

たなと思っています。 

11 人制の公式戦、神奈川区選手

権では準決勝で負けてしまいました。

小 6だけで 11人制の練習は少しだけ

しかできていませんでしたか、大人用

のフルコートの中で攻守にわたり全員

がハードワークすることはできていた

と思います。正しいポジショニングが

取れていなかったり、しっかりとボール

が蹴る事ができなくて相手に取られて

しまったりと課題はたくさん見つかりま

した。 

また、U-15リーグの初戦も小6には

参加してもらいました。大敗してしまい

ましたが、みんな頑張っていたと思い

ます。基本技術、身体能力でも勝て

ない相手にどのように挑んでいくか考

えながらプレーしていきましょう。 

もうすぐ中学生ですし、フルコート

で試合をすることは当たり前になって

きます。U-15 リーグにただ参加する

だけでなく、この経験を必ず次に活か

していきましょう。 

（今川 暉一朗） 

 

小 5 

現在参戦中の横浜市長杯におい

て、無事に 1 回戦を勝利することがで

きました。ボールを持っていないとこ

ろでの準備、ボールを持った時のプ

レー判断の速さや質において、普段

から取り組んでいる成果を存分に発

揮することができた試合となりました。

緊張するトーナメント大会の 1 回戦で

伸び伸びといつも通りプレーすること

ができ、選手たちの成長を実感するこ

とができました。 

また、2 回戦に向けて、日頃のトレ

ーニングにおける取り組み姿勢やチ

ーム全体の雰囲気も非常によく、

日々成長を実感することができており

ます。 

ぜひ 1 試合でも多く試合を経験す

ることにより、今大会を通して選手た

ちがより成長できるように、引き続き取

り組んでいきたいと考えております。 

(豊田 泰弘) 

 

小 4 

日頃よりクラブの活動にご理解ご協

力いただきありがとうございます。先日

の日産カップでもたくさんの応援をあ

りがとうございました。今回の大会でも
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サッカーの難しさを改めて感じること

ができました。特に 1 試合 40 分間の

中でも試合の流れというものがあり、

それを自分たちのペースに持ってい

くのに苦労した 2 日間でした。これか

ら高学年に差し掛かるにあたり、サッ

カーの試合の中で必要なプレーを技

術的にはもちろん、頭の中でも理解し

て実践していく必要があると感じてい

ます。 

サッカーは判断から実行の連続で

す。それを試合の時間やコートのどこ

ポジションでのプレーなのか、仲間や

相手の状況を踏まえた上で判断して

いかなければなりません。そう言った

判断のきっかけというものは普段の練

習や試合からも少しずつ伝えてチー

ムに浸透させていく必要があります。 

少しずつではありますが、少しずつ

サッカーが競技に近づいていくよう今

後もアプローチさせていただきます。

引き続きよろしくお願いいたします。 

（青木 達也） 

 

小 3 

ここ最近の練習や試合において、

考えて判断してプレーを実行している

場面が増えてきているように感じてい

ます。これまでは何も考えずに、来た

ボールをただ蹴り返していたり、やみ

くもにドリブルしてみたりする場面が目

立ちました(決して悪いと言っているわ

けではありません)が、自分より状態の

良い味方にパスをしたり、相手にとら

れないスペースにボールを蹴ってみ

たり、相手のいない方向へドリブルし

てみたりと、考えてプレーしている場

面が増えてきております。非常に良い

傾向ですので、引き続き選手たちを

刺激して判断を引き出しながら、適切

な設定や人数や強度を意識して取り

組んでいきたいと思います。 

ただ一方で、練習や試合中に今自

分は何をすべきかを考えられなかっ

たり、集中力が続かない選手がまだま

だ目立ちます。練習中や練習の合間

において、今自分は何をすべきかを

もう少し意識して取り組めるようにして

いってもらいたいと思います。日常生

活において、今すべきことを判断でき

るようになることは、サッカーのプレー

にも大きく影響を及ぼすと考えており

ます。 

(栗城 聖也) 

 

小 2 

【試合で成長！】 

公式戦、交流試合を問わず、試合

を行う意義を「普段の活動で身につ

けた技術を、ユニフォームの違う相手

に対して、どれくらい発揮できるのか

を確認するため」と子どもたちには

常々伝えています。単純に「試合は

楽しい」という側面もありますが、やは

り、自分の技術がどれくらい通用した

のか、或いは、しなかったのかを、子

どもたちには振り返ってもらいたいと

ころです。 

そういう意味で、少し子どもたちの

成長が感じられた場面がありました。

ある試合の後で、号泣する選手がい

ました。相手との接触プレーで痛ん

だのかと思い、「怪我したの？」声を

掛けましたが、そうではありませんで

した。 

その選手曰く「あんなにたくさん練

習してきたのに、試合に勝てなくて悔

しくて…」とのことでした。試合に負け

て悔しい、うまくプレーできなくて悔し

いという感情が湧いてくることはとても

大事なことです。悔しさは試合に臨

む際に、常に子どもたちに伝えてい

る「一生懸命にプレーをする」ことを

やり遂げた結果生まれる感情だから

です。手を抜いてプレーをすれば、

「今日は本気じゃなかったから…」と

自分に言い訳することもできますが、

一生懸命にプレーをした結果であれ

ば、自分の不甲斐なさやプレーの稚

拙さを容赦なく痛感させられることに

なります。 

試合に負けたことを自分のこととし

て受け止め、自分と向き合う姿勢から

悔しさがこみあげてきたのでしょう。

自分と向き合う姿勢が感じられて、少

し成長したことをうれしく思った瞬間

でした。 

【悔しさを糧に！】 

その後、その選手に伝えたことは

「悔しい気持ちは大事。試合に負け

た悔しさ、うまくプレーできなかった

悔しさを、それだけで終わらせずに、

何が足りなかったのかをコーチと一

緒に考えるきっかけにしよう。そして、

足りなかったものを補うために、うまく

できなかったことをうまくできるように

するために、次の活動から、また練

習に臨もう。コーチも一緒に何が足り

なかったのかを考えて、次の活動に

活かすつもりだから…」と。 

最初にも述べましたが、試合は、

身につけた技術がどれくらい通用す

るのかを確認するために行います。

試合に負けて「面白くなかった…。」
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で終わらせてはストレスがたまるだけ

です。勿論、勝っても、単に楽しかっ

ただけで済ませては進歩がありませ

ん。試合に勝っても、負けても、もっと

うまくなりたいという気持ちを忘れな

いようにしてほしいと思います。 

【ミスを笑うな！】 

もう一つ試合を通じて気がついた

ことがあります。それは、相手の失敗

したことに対して面白がる場面があっ

たことです。以前にも述べましたが、

本来サッカーはミスを伴うスポーツで

す。サッカーのプレーのほとんどが、

意のままに動かせる手ではなく、立っ

たり移動したりする手段としての役割

が主の足で行わなければなりません

から。 

ミスが当たり前のサッカーにおいて、

ミスしたことを笑うのは天に向かって

唾を吐くようなものです。いずれ自分

たちに嘲笑の嵐が降りかかってくるこ

とになります。特に相手チームに対し

ては失礼極まりない行為と言えるでし

ょう。これに関しては、試合後に懇々

と子どもたちを諭しました。相手（敵

ではありません）チームの選手たちも

仲間であること、仲間である相手がい

なければ試合ができないこと、自分

のチームの仲間だけでなく、相手を

大切に思う気持ち（リスペクト）を持た

なければならないということを…。か

ながわクラブでは、サッカーが上手に

なることは勿論大切ですが、一人の

人間として成長することも同時に大

切にしたいと考えています。 

【大事なのはミスの後…】 

最近の傾向として、子どもたちがミ

スを必要以上に恐れている（？）ので

はと感じています。テストで 100 点満

点以外は意味がないと叩き込まれて

いるのでしょうか？「0 か 100 か？」の

2 択しかない世の中になってしまった

のでしょうか？「うまくできなければ意

味がない」とか「失敗するくらいならや

らないほうがまし」とかといったネガテ

ィブな発言をよく耳にするようになりま

した。当然試合中でも、うまくできな

ければ「あ～ぁ」と諦めてしまったり、

失敗すると不貞腐れてしまったりする

選手も見られます。 

ミスをするのが当たり前のサッカー

において大事なのはミスの後なので

す。積極的にチャレンジしてミスする

ことは全く問題ありませんが、ミスした

後に何をするのかが選手たちには問

われるのです。ですから子どもたちに

は、「（ボールを）取られたら、取り返

せ！」と常に言い聞かせています。

それでも、ミスの後はしょんぼりしてし

まうことが多いようですが…。そうでは

なく、シュートをミスしたら相手のゴー

ルキックやパントキックに備えてダッ

シュで自陣に戻るとかボールを奪わ

れたらすぐに奪い返そうというアクシ

ョンを起こすということが求められて

いるのです。 

前回「自己表現」「責任感」というこ

とでも述べましたが、ミスに対しては、

責めるのではなく、何をしてほしかっ

たのかを伝えましょう。また、ボールを

奪われたら、責任をもって奪い返そう

という気持ちを見せることです。 

かながわクラブでは、子どもたちに

グラウンド上で 100％の自由を保証し、

ミスが許される環境を提供します。で

すから、子どもたちには、自らの頭で

考え、決断し、プレーを選択すること

とミスを恐れずに前向きで積極的な

プレーを心がけてほしいものです。

誰しも完璧ではないから、向上心を

持つことが大切なのです。 

(佐藤 敏明) 

 

幼児・小 1 

選手たちは、毎回全身で楽しさを

表現しながら夢中になって練習に取

り組んでくれております。夢中に練習

に取り組めていることが、最もサッカー

がうまくなること、最もサッカーが好き

になることに繋がると考えております。 

選手の成長速度や技術レベルや得

意なことには差があり、どんな練習に

おいて夢中になれるかは個人差があ

るかとは思いますが、ぜひまずはどん

な練習にでも楽しみながら夢中にな

って取り組んでもらいたいと思ってい

ます。 

選手たちが夢中に取り組めている

かどうかを重視して、練習メニューの

内容や強度や時間を決めているつも

りです。引き続き選手たちの夢中を引

き出して、楽しみながら成長していけ

る環境を提供できるよう心掛けて取り

組んでまいります。 

（豊田 泰弘） 

 

Papas 

 昨年末に KSSLのOver50の登録を

横塚さんに担当いただき実施させて

いただきました。 

Over40 につきましては、一般社団

法人神奈川県サッカー協会（FAKJ）

Over40 の登録を進めています。詳細
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決まりましたら角木さんからご案内さ

せていただきます。 

FAKJ・Over40 の登録ができ次第、

横浜市リーグの Over50・40 の登録作

業を行わせていただきます。 

昨年同様に県リーグ関連に登録の

方は自動的に登録を予定しています。

横浜市リーグのみ登録の方は随時募

集していますので是非ご参加くださ

い。 

横浜市リーグですが年間リーグ戦・

順位決定戦・交歓試合などで 7～8試

合が組まれます。横浜市リーグのみ

登録の方の年間登録費用は昨年同

様に 4,000円程度を予定しています。 

是非壮年サッカーを大勢の皆さま方

と楽しみたいと思います。 

（瀬長 義男） 

 

ヨーガ 

【インド哲学】 

今年は 5 月にインドより私の師匠を

日本にお迎えすることになりました。

ネタラという、ヒマラヤの麓にある場所

からの来日です。心地よい風が吹き

渡る田園風景が広がり、冷たく清らか

な水が流れる母なるガンジス川の源

流近くまで歩いていくことができる場

所です。先生のヨーガレッスンは、ネ

タラのその空気感そのものです。 

その先生のレッスンの参加募集を

昨年 12月に開始したところ、わずか 5

日で定員を超えるお申込みをいただ

きました。本当にうれしいです。ありが

とうございます。その皆様のお気持ち

に答えられるような楽しいクラスとなる

ようにと今から準備を進めています。 

ところで、インド現地でのヨーガのレ

ッスンは日本とは少し違うスタイルで

行われます。一番違うのはクラスの最

初と最後にマントラを唱えたり、瞑想

の時間があったりすることです。 

日本でのクラスは通常はそういった

要素を入れずに進めている場合が多

いですが、この機会に、皆様にアー

サナ（ポーズ）以外のヨーガの要素に

も触れていただけたらと思っています。

でも、マントラや瞑想をより楽しむため

にはインド哲学を理解する必要があり

ます。これがなかなか難解です。そこ

で、分かりやすく楽しくインド哲学への

理解を進めることができるようにと、資

料作りをしています。 

人に物事を伝えたり教えたりするに

は、まず、自分がきちんと内容を理解

する必要があります。以前に学んだこ

とを復習したり、考えたりとしていると、

新たな疑問が芽生えることもあります。

皆様のためにと思い取り組み始めた

資料作りですが、結果として私自身が

理解を深めることにつながっているよ

うです。 

インド哲学を教えてくださる方々と

私。私とインド哲学をお伝えしたい

方々。ヨーガの縁でのつながりに、暖

かさ、有難さを感じ、とても幸せな気

持ちで資料を作成しています。 

(伊藤 玲子) 
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